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ォ
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審
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作
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感
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踏
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。
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受賞アカウント名 【受賞コメント】

この度は、多くの写真の中からグランプリに選んでいただき、
とてもうれしいです。ありがとうございます。
春、高梨城址へ行くと、満開の桜が迎えてくれました。私たち
だけでなく、写真を皆さんが撮っていたり、ピクニックをした
りしていました。とても素敵なわたしのなかの なかの です。

【高木こずえさんコメント】

心なごむ春の光景ですが、人物ではなく手前の桜の方にピン
トがあっています。人の輪郭はぼやけて特定の誰かという枠
を外れ、見る人はより抽象的なイメージを受けとります。自
身や身近な人、あるいはその将来の姿を重ねるかもしれませ
ん。こういう何気ない穏やかさを中野市の魅力として感じる
人は多いのではないでしょうか。
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